
組
合
結
成
八
十
年
の
歴
史
を
胸
に
、

仲
間
と
と
も
に
未
来
あ
る
建
設
産
業
の
実
現
へ

　
建
設
長
崎
結
成
八
十
周
年
・
長
建
国
保
設
立
五
十
五
周
年
の
節
目
を
祝
う
記

念
式
典
を
、
四
月
十
九
日
に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
で
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
や

歴
代
役
員
、
各
支
部
の
活
動
家
を
お
招
き
し
て
、
永
年
在
籍
者
や
役
員
功
労
者

を
祝
い
ま
し
た
。
記
念
式
典
に
続
い
て
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
総
勢
一
八
二
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
中
尾
副
委
員
長

が
開
会
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
物
故
者
に
対
し
、

参
加
者
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ

ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
、
佐
藤

執
行
委
員
長
は
、「
私
た
ち
の

組
合
は
、
被
爆
で
荒
廃
し
た
長

崎
を
再
生
さ
せ
た
い
と
い
う
切

な
る
思
い
の
も
と
、
建
設
職
人

約
五
十
人
が
中
心
と
な
っ
て
昭

和
二
十
一
年
に
前
身
組
織
を
結

成
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

戦
後
の
復
興
期
に
は
、
配
給
の

受
給
資
格
の
拡
大
や
事
業
税
の

撤
廃
な
ど
、
仲
間
の
暮
ら
し
に

直
結
す
る
課
題
を
掲
げ
、
力
を

合
わ
せ
て
運
動
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
建
設
職
人
が
健
康
保

険
の
適
用
外
と
さ
れ
て
い
た
時

代
に
、
母
体
組
合
を
適
用
事
業

者
と
す
る
日
雇
健
康
保
険
の
擬

制
適
用
制
度
を
勝
ち
取
り
、
仲

間
の
健
康
と
暮
ら
し
を
守
っ
て

き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

後
、
国
が
赤
字
を
理
由
に
こ
の

制
度
を
廃
止
し
た
こ
と
を
受
け
、

救
済
措
置
と
し
て
国
保
組
合
の

新
設
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
四
十

五
年
八
月
一
日
に
長
建
国
保
を

設
立
い
た
し
ま
し
た
。
全
建
総

連
に
結
集
す
る
仲
間
の
団
結
、

そ
し
て
県
内
労
働
団
体
の
皆
さ

ま
の
ご
支
援
を
力
に
、
相
互
扶

助
の
精
神
で
社
会
保
障
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
昭
和
五
十
一
年
に
は
中

小
建
設
業
協
会
を
設
立
し
、
会

員
の
経
営
支
援
に
加
え
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
拡
充

を
自
治
体
に
要
望
す
る
な
ど
、

地
域
の
仕
事
づ
く
り
に
も
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
平
和
の
分
野
で
は
、
全
国
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
爆
心
地
公

園
内
に
「
不
戦
平
和
の
塔
」
を

建
立
し
、
毎
年
の
慰
霊
祭
を
通

じ
て
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和

を
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地

震
、
西
日
本
豪
雨
、
能
登
半
島

地
震
な
ど
の
災
害
時
に
は
、
全

国
の
仲
間
が
応
急
仮
設
木
造
住

宅
の
建
設
に
参
加
し
、
熊
本
地

震
で
は
県
内
の
組
合
員
も
現
地

で
支
援
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
い
ま
建
設
業
界
で
は
、
技
能

者
の
減
少
が
深
刻
化
し
、
若
い

世
代
の
就
労
・
定
着
に
向
け
た

処
遇
改
善
が
急
務
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
全
建
総
連
の
国
会
請

願
署
名
を
契
機
に
、
現
場
技
能

者
の
賃
金
確
保
や
持
続
可
能
な

建
設
業
を
目
指
す
『
第
三
次
担

い
手
三
法
』
が
成
立
し
、
昨
年

十
二
月
に
全
面
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
働
き
方

改
革
な
ど
環
境
が
大
き
く
変
わ

る
中
で
も
、
現
場
で
汗
を
流
し
、

確
か
な
技
術
で
形
を
生
み
出
す

技
能
者
こ
そ
が
社
会
の
未
来
を

築
く
力
で
す
。
私
た
ち
は
、
技

能
と
情
熱
を
次
世
代
へ
し
っ
か

り
と
受
け
継
ぎ
、『
技
能
者
が

報
わ
れ
る
社
会
』
の
実
現
に
向

け
、
組
織
一
丸
と
な
っ
て
歩
み

続
け
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上

げ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
全
建

総
連
西
雅
史
書
記
次
長
、
平
田

研
長
崎
県
知
事
、
髙
西
盛
登
長

崎
労
働
局
長
の
三
名
よ
り
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
各
種
功
労
者
表
彰
で
は
、
永

年
在
籍
功
労
者
、
組
合
本
部
功

労
者
、
物
故
者
、
長
建
国
保
役

員
永
年
功
労
者
の
総
勢
一
、
五

四
八
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
記
念
式
典
に
続
い
て
、

第
二
部
記
念
祝
賀
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
須
藤
副
委
員
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
の
後
、
佐
藤
執
行
委
員
長

ほ
か
十
名
で
鏡
開
き
を
行
い
ま

し
た
。
続
い
て
、
広
島
建
労
髙

野
透
執
行
委
員
長
に
よ
る
乾
杯

の
発
声
が
声
高
ら
か
に
行
わ
れ
、

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
そ
れ
ぞ
れ

に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
八
十
周
年
を
祝
う
べ

く
祝
宴
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「
変
面
シ
ョ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、

軽
快
な
音
楽
に
合
わ
せ
て
お
面

が
変
わ
る
変
面
師
の
早
業
に
、

会
場
は
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　
記
念
式
典
並
び
に
祝
賀
会
の

最
後
は
、
西
平
副
委
員
長
の
閉

会
あ
い
さ
つ
の
後
、
福
岡
建
労

隈
本
正
継
執
行
委
員
長
の
万
歳

三
唱
で
盛
会
の
う
ち
に
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

平田長崎県知事

髙西長崎労働局長

全建総連西書記次長

佐藤執行委員長

鏡開き

開　催　告　示
組合員各位� 令和 8年 ５月１５日

長崎県建設産業労働組合
執行委員長　佐藤　圭介

記
　組合は規約第２２条から第２５条に基づき、下記要領で大会を開催致します。
【開催日時】令和 8 年 ７ 月19日㈰　 ９ 時受付、 ９ 時３０分開会
　　　　　　　　　　　　　　　　１２時３０分閉会予定
【開催場所】長崎新聞文化ホール
【目　　的】 １ 年間の組合運動の総括（経過と決算）、新年度の運動方

針と予算、新役員の選出等を審議する最高決議機関として
開催します。

【内　　容】 １ ．令和 7年度活動経過報告承認の件
１．令和 7年度会計決算報告承認の件
１．令和 8年度運動方針（案）決定の件
１．令和 8年度一般会計予算（案）決定の件
１．令和 8年度役員改選に関する件
１．その他の件

　組合規約第２２条、大会運営規定第 ３条に基づき選出します。
立候補届受付　・受付期間　令和 8年 ６月30日㈫　１６時迄
　　　　　　　　（土、日除く）
　　　　　　　・受付会場　県下１4支部の各支部事務所

　尚、立候補者が定数内の場合は、従来通り信任投票
を行わず、立候補者全員無投票当選とします。

立候補制限　　組合費等を ４ヵ月以上滞納している組合員は除きます。

　組合規約第３８条、役員選出規定第 ７条、 ８条に基づき、本部役員に立
候補する者は所属支部の推薦を受け、原則として大会の ２週間前までに
選挙管理委員長に届け出て下さい。

建設長崎第81回定期大会

代 議 員 立 候 補 告 示

本 部 役 員 立 候 補 告 示

建
設
長
崎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
ス
マ
ホ

対
応
に
な
り
ま
す
。

　
内
容
も
変
更
し
、
保
険
料

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
新

た
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

May
No.731
２０２6年 5 月１５日
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本部青年部大会のお知らせ
令和８年６月25日㈭

午後６時30分開会
於：時津町北部コミュニティセンター

青年部層の皆様、ご参加よろしくお願いします。

建 設 長 崎 毎月１回１５日発行　　２０２6年（令和８年）５月１５日発行第 731 号　（１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）�1



池
田
章
子
長
崎
市
議
　
市
議
会
質
問

～
建
設
技
能
者
の
育
成
を
求
め
て
～

　
令
和
八
年
二
月
二
十
四
日
の

長
崎
市
議
会
の
定
例
会
に
お
い

て
、
組
合
の
推
薦
議
員
で
あ
る

池
田
章
子
市
議
が
市
政
一
般
質

問
に
立
ち
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
池
田
市
議
は
、
地

域
力
を
高
め
る
上
で
重
要
な
地

場
産
業
支
援
に
つ
い
て
取
り
上

げ
、
一
つ
は
バ
ス
等
の
公
共
交

通
の
維
持
・
強
化
を
積
極
的
に

取
り
組
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
質
問
と
し
て
、

建
設
技
能
者
育
成
に
つ
い
て
言

及
し
ま
し
た
。
最
初
に
「
令
和

七
年
度
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
（
長
崎
住
み
よ
か
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
・
住
宅
性
能

向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
）
の

補
助
額
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ

た
」
こ
と
に
触
れ
、
市
側
は
、

「
予
算
は
縮
小
し
た
が
、
子
育

て
住
ま
い
づ
く
り
支
援
費
補
助

金
や
来
年
度
か
ら
の
快
適
す
ま

い
づ
く
り
支
援
費
補
助
金
を
新

た
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
の
住
宅
支
援
事
業
は
維
持

で
き
る
」
と
回
答
。

　

更
に
は
、「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
は
建
設
技
能
者
の
後
継
者
育

成
に
繋
が
る
。
一
方
で
そ
の
建

設
技
能
者
の
担
い
手
不
足
は
深

刻
だ
。
こ
の
ま
ま
で
は
社
会
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
、
そ
し
て
年
々

激
甚
化
す
る
災
害
の
復
旧
工
事

に
も
影
響
が
出
か
ね
な
い
。
市

は
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
か
」

と
の
問
い
に
対
し
て
、
市
側
は
、

「
災
害
有
事
の
際
、
一
緒
に
行

動
で
き
る
業
界
、
技
術
者
の
確

保
は
、
都
市
の
基
盤
力
を
支
え

る
非
常
に
重
要
な
要
素
と
捉
え
、

充
分
意
識
し
な
が
ら
取
り
組
み

を
進
め
た
い
」
と
い
う
考
え
を

示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
前
年
度
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
利
用
実

績
で
、
一
社
で
全
体
の
十
四
％

の
受
注
（
交
付
）
が
あ
っ
た
。

若
年
建
設
技
能
者
の
育
成
の
観

点
か
ら
、
こ
う
し
た
偏
り
は
今

後
是
正
す
べ
き
」
と
い
う
発
言

に
対
し
て
、
市
側
は
「
補
助
制

度
は
市
民
の
居
住
環
境
の
改
善

を
促
す
の
が
目
的
で
あ
り
、
地

元
・
地
場
産
業
の
育
成
に
も
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
申

請
状
況
等
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
も

含
め
な
が
ら
市
民
の
企
業
の
活

用
も
含
め
て
取
り
組
み
方
を
考

え
て
き
た
い
」
と
回
答
。

　
最
後
に
、
池
田
市
議
は
「
財

政
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
の
は
十

分
に
理
解
し
て
い
る
。
長
崎
の

町
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も

建
設
技
能
者
の
育
成
は
重
要
な

課
題
だ
。
今
後
、
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
を
含
め
た
住
宅
支
援
事
業

の
予
算
を
増
額
す
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
縮
小
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
併
せ
て
申
請
手
続

き
の
簡
素
化
と
機
会
均
等
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
訴
え
質

問
を
締
め
括
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
こ
の
日
は
若

年
女
性
の
転
出
超
過
問
題
や
被

爆
体
験
者
問
題
の
根
本
的
解
決
、

教
育
行
政
等
に
つ
い
て
も
市
政

を
質
し
ま
し
た
。
今
後
も
池
田

市
議
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

全建総連技能者育成基金制度
　全建総連は、組合員の資格取得による技術・技能の向上、技能者育
成を支援することを目的に技能者育成基金制度を創設。２０１８年 ４ 月か
ら資格取得による報奨金制度を実施。
　「資格取得報奨金制度」では、取得した資格に応じ ２千～ １万円を
全建総連から申請者（組合）を通じて組合員の方々へ支給されます
（対象資格は下表を参照）。

◎申請方法
　①資格取得報奨金制度申請書（※要印鑑持参）
　②資格取得を証明する書類（合格証書、修了証明書等）
　　以上を組合（各支部事務所）へ提出して申請を行って下さい。

◎申請時の注意点
　・受講時に組合員であること。
　・組合費等の滞納（ ３ヶ月以上）がないこと。
　・申請期限は資格取得から ３年以内。

【対象資格】
●区分 １ ：10, 000円
一級建築士、設備設計一級建築士、構造設計一級建築士、単一等級技能士、一級
技能士（※ １）、一級施工管理技士（技術検定試験）、第一種電気工事士、電気主
任技術者（第一種、第二種）、電気通信主任技術者、給水装置工事主任技術者、
登録基幹技能者（全職種）

●区分 ２ ：5, 000円
二級建築士、木造建築士、二級技能士（※ １）、二級施工管理技士（技術検定試
験）、第二種電気工事士、電気主任技術者（第三種）、電気通信工事担任者、職業
訓練指導員免許（※ ２）、測量士、建築設備士、消防設備士、建築仕上改修施工
管理技術者、道路標識点検診断士、発破技士、火薬類取扱保安責任者、消防設備
点検資格者、海上起重作業管理技士、基礎施工士、 １級エクステリアプランナー、
ジェットグラウト技士、第一種冷媒フロン類取扱技術者、運動施設施工技士、排
水設備工事責任技術者、配水管工技能者、金属屋根工事技士、認定ログビルダー、
プレハブ建築マイスター、日本ウレタン断熱協会品質管理責任者、 １級建築測量
技能者、一級圧入施工技士、解体工事施工技士、 １級計装士、 ２級計装士、外壁
仕上 １級技能者、公害防止管理者一般粉じん（◆2025年 ６ 月27日取得分から適
用）、窯業系サイディング施工士、蟻害・腐朽検査士、総合防犯設備士、PVマス
ター施工技術者、グラスウール充填断熱施工技術マイスター（◆2025年 ７ 月28日
取得分から適用）

二級建築施工管理技士対策講座
受講生募集中‼

受講申込受付
講 習 場 所

令和 8年 8月下旬～11月上旬まで（33日間予定）

講 習 内 容

受 験 資 格

建築一般Ⅰ・建築一般Ⅱ・安全管理・施工計画
品質管理・工程管理・法規Ⅰ・法規Ⅱ・実地全般

（実務経験）
高等学校(指定学科卒) 3 年以上、指定学科以外卒業後 4年 6ヶ月以上
実務経験者 8年以上、大学・専門校により実務経験は異なります。

4

　これまで、全国青年技能競技大会の予選会を兼ねて、建設長崎青年技能競技
大会を開催してまいりましたが、近年参加者の確保が難しくなってきています。
　そこで、全国大会参加者につきましては、予選会は行わず、全国大会参加希
望者を募集し、その中から審査員の推薦により出場者を決定しています。
　全国大会出場希望の方は、各所属支部窓口へご連絡ください。

令和 8年 ９月19日～ 21日
開催場所 兵庫県姫路市「アクリエひめじ」
競技時間 ６ 時間（製図及び実技）
競技課題 「四方転び踏み台」
　　　　　　勾配10分の ３
参加資格 36歳以下の者

※�全国大会出場者への優遇措置として、 １級・ ２級
技能士を受験する場合、費用受験料を組合で補助

開催日時

全建総連青年技能競技大会

全国大会
出場者募集 あなたもチャレンジ

してみませんか

令和８年６月から、長崎県で支援事業が開始されます

長崎県では、最低賃金の大幅な引き上げにより、

特に影響をうける県内中小・小規模事業者などの負担軽減の為、

緊急的な措置として、15万円の支援金を支給します。

「中小・小規模事業者賃上げ対策緊急支援金」

申請の受付は令和８年６月から開始。
※支援金事務局が開設予定

支給額

対象者

必要書類

1事業所につき、15万円
※申請は１事業者(1企業又は１団体)につき１回のみ

従業員を、1名以上雇用する
県内中小・小規模事業者

①申請書

②原則１名の雇用保険被保険者証(事業者控え)

③法人登記簿謄本(履歴事項全部証明書)の
写し(個人の場合は青色申告書の写し)

④県税及び国税の未納がないことを証明する
証明書の写し など

無料説明会が開催されます。詳しくはHPへ
長崎県HP

【お問い合わせ先】長崎県産業政策課 095-895-2614☎
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勾配3／10
「四方転び踏み台」
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詳細は各支部にお問い合わせください。

救急車を呼ぶ

涼しい場所へ
避難し、

服をゆるめ
体を冷やす

はい

はい

呼びかけに
応えますか？

ポイント

熱中症を疑う
症状がありますか？

めまい、失神、筋肉痛、筋肉の硬直、大量の発汗、頭痛、不快感、吐き気、
嘔吐、倦怠感、虚脱感、意識障害、けいれん、手足の運動障害、高体温

ポイント

救急車が到着するまでの間に応急処
置を始めましょう。呼びかけへの反
応が悪い場合には、無理に水を飲ま
せてはいけません

氷のうなどがあれば、首、腋の下、太腿
のつけ根を集中的に冷やしましょう

いいえ

水分を自力で
摂取できますか？

ポイント はい
水分・塩分
を補給する

医療機関へ

症状がよくなり
ましたか？

ポイント

涼しい場所へ避難し、
服をゆるめ体を冷やす

いいえ いいえ

本人が倒れた時の状況を知っている人が
付き添って、発症時の状態を伝えましょう

熱中症の応急処置

熱中症
予防情報サイト 環境省

もし熱中症になってしまったら、落ち着い
て状況を確かめて対処しましょう。最初の
措置が肝心です。

形
を
整
え
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
途
中
で
椎
茸

狩
り
も
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　
お
餅
と
一
緒
に
記
念

撮
影
後
は
試
食
。
美
味

し
さ
を
堪
能
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
支
部
長
並
び
に
主

婦
会
の
皆
様
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
出
来
る

活
動
が
あ
れ
ば
、
皆
様

の
お
力
を
お
借
り
し
て
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
主
婦

会
に
参
加
さ
れ
た
事
が
無
い
方

も
、
ま
ず
定
例
会
に
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

�

（
渡
辺　
智
恵
子
）

大
村
支
部
青
年
部

親
睦
旅
行

～
現
場
を
支
え
る
力
は
「
つ
な
が
り
」
か
ら
～

　
大
村
支
部
青
年
部
で
は
、
四

月
十
二
日
か
ら
十
四
日
の
三
日

間
、
大
阪
・
神
戸
方
面
へ
の
親

睦
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
よ
う
や
く

再
び
実
施
で
き
た
今
回
の
旅
は
、

日
頃
か
ら
現
場
で
頑
張
る
仲
間

同
士
が
、
ゆ
っ
く
り
語
り
合
え

る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

「
た
ま
に
は
、
こ
が
ん
時
間
も

よ
か
ね
ぇ
」
と
い
っ
た
雰
囲
気

が
自
然
と
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
初
日
は
長
崎
か
ら
神
戸
へ
移

動
し
、
お
好
み
焼
き
の
昼
食
で

旅
が
ス
タ
ー
ト
。
鉄
板
を
囲
む

と
会
話
も
弾
み
、「
こ
れ
、
う

ま
か
ね
ぇ
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
は
大
阪
・
難

波
へ
向
か
い
、
自
由
散
策
を
楽

し
み
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
は
新

世
界
で
串
カ
ツ
を
囲
み
、
通
天

閣
の
下
を
歩
き
な
が
ら
大
阪
ら

し
い
雰
囲
気
を
満
喫
。
難
波
に

戻
っ
て
の
二
次
会
で
も
、
現
場

の
話
や
地
域
の
話
で
盛
り
上
が

り
、
初
日
か
ら
和
や
か
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
難
波
八
坂
神
社
を

参
拝
し
、
旅
の
安
全
と
日
々
の

無
事
故
を
祈
願
。
建
設
業
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い“

安
全
第

一”

を
改
め
て
意
識
す
る
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後

は
大
阪
城
を
見
学
し
、
外
国
人

観
光
客
で
賑
わ
う
中
、
歴
史
に

触
れ
ま
し
た
。
昼
前
に
は
ア
メ

リ
カ
村
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
食

べ
歩
き
を
楽
し
み
、
午
後
は
な

ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
で
新
喜
劇

を
鑑
賞
。
本
場
の
笑
い
に
触
れ
、

自
然
と
表
情
も
ほ
ぐ
れ
る
時
間

と
な
り
ま
し
た
。「
や
っ
ぱ
大

阪
は
違
う
ね
ぇ
」
と
い
っ
た
声

も
聞
こ
え
、
旅
な
ら
で
は
の
空

気
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
最
終
日
は
神
戸
・
南
京
町
を

散
策
し
、
食
べ
歩
き
や
買
い
物

を
楽
し
み
な
が
ら
旅
の
締
め
く

く
り
へ
。
昼
食
後
は
神
戸
空
港

で
お
土
産
を
選
び
、
夕
方
に
は

長
崎
へ
無
事
帰
着
し
ま
し
た
。

帰
り
道
で
は
、
今
回
の
旅
を
振

り
返
り
な
が
ら
、「
ま
た
行
け

た
ら
よ
か
ね
ぇ
」
と
い
う
自
然

な
声
も
上
が
り
、
良
い
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
に
な
っ
た
こ
と
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
旅
行
は
、
大
村
支
部

青
年
部
の
仲
間
が
集
ま
り
、

ゆ
っ
く
り
語
り
合
え
る
大
切
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
現
場
は

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
も
、
こ
う
し

た
交
流
が
組
合
と
し
て
の
団
結

力
に
つ
な
が
り
ま
す
。
地
域
の

建
設
を
支
え
る
若
い
力
と
し
て
、

今
後
も
参
加
し
や
す
く
、
仲
間

の
絆
を
深
め
ら
れ
る
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

島
原
支
部
主
婦
会

～
毛
糸
と
造
花
で
彩
る
手
作
り
リ
ー
ス
～

　
二
月
七
日
㈯
主
婦
会
十
名
の

参
加
で
工
作
教
室
を
開
催
致
し

ま
し
た
。

　
ま
ず
、
リ
ー
ス
に
巻
く
毛
糸

を
選
び
ま
す
。

　
次
に
、
好
き
な
花
、
葉
等
を

選
ん
で
準
備
完
了
で
す
。

　
最
初
に
リ
ー
ス
（
大
）
に
毛

糸
を
ひ
た
す
ら
巻
い
て
い
き
ま

す
。
こ
の
作
業
が
一
番
大
変

だ
っ
た
様
で
、

段
々
口
数
が

少
な
く
な
っ

て
い
き
ま
し

た
。
リ
ー
ス

全
体
に
毛
糸

が
巻
か
れ
た

ら
花
や
葉
の

置
く
場
所
を

決
め
茎
に
差

込
み
グ
ル
ー

ガ
ン
で
固
定

し
完
成
で
す
。 　

リ
ー
ス
（
小
）
の
方
は
素
材

を
そ
の
ま
ま
生
か
し
て
毛
糸
を

巻
か
ず
に
花
や
葉
を
飾
っ
て
い

る
方
と
色
々
工
夫
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
完
成
し
た
リ
ー
ス
は
ど
れ
も

可
愛
く
自
分
だ
け
の
一
品
で
す
。

き
っ
と
部
屋
が
明
る
く
な
る
こ

と
間
違
い
な
い
で
す
ね
。

　
終
了
後
は
完
成
し
た
作
品
を

前
に
、
お
茶
と
お
菓
子
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
主
婦
会
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

諫
早
支
部
主
婦
会

～
か
ん
こ
ろ
餅
作
り
で
美
味
し
い
ひ
と
時
～

　
諫
早
支
部
主
婦
会
で
は
、
二

月
二
十
三
日
㈰
に
藤
原
支
部
長

の
作
業
場
に
て
「
か
ん
こ
ろ
餅

作
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
主
婦
会
の
参
加
者
が
減
り
活

動
も
出
来
て
い
な
い
中
、
藤
原

支
部
長
よ
り
「
か
ん
こ
ろ
餅
作

り
」
の
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、

一
度
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
計
画

を
立
て
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
天
気
を
見
な
が
ら
の

「
か
ん
こ
ろ
作
り
」
か
ら
、
さ

つ
ま
芋
の
皮
を
む
き
輪
切
り
に

し
て
半
茹
で
に
し
、
一
週
間
ほ

ど
の
天
日
干
し
で
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
総
勢
七
名
。

支
部
長
に
道
具
と
餅
米

等
を
準
備
し
て
い
た
だ

き
、
早
速
餅
米
を
蒸
し

て
粗
づ
き
に
し
ま
す
。

か
ん
こ
ろ
で
餅
を
包
み
、

も
う
一
度
蒸
し
ま
す
。

再
度
砂
糖
等
を
入
れ
つ

き
直
し
、
切
り
分
け
て

大阪城で記念撮影

実際に作成されたリース

　

準
備
す
る
物

　

・
リ
ー
ス
（
大
）

　
　

直
径
約
二
十
五
㎝
、

　

・
リ
ー
ス
（
小
）

　
　

直
径
十
五
㎝

　

・
毛
糸

　

・
造
花
の
花
や
葉

　

・
グ
ル
ー
ガ
ン
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●特定健診受診券 見本 1 ●質問票（黄色） 見本 2 ○巡回健診申込書 見本 3 ○歯科健診受診券 見本 4

◆令和 ８年度　特定健診受診券の発送について
� （40歳以上の方が対象）
令和 ８年 ５月中旬頃に特定健診受診券をお送りしております
長建国保からのエメラルド色の封筒を必ずご確認下さい！！

同封書類
●特定健診受診券（ピンク色）
●質問票（黄色）
●特定健診・巡回健診パンフレット
●実施医療機関一覧表
●歯科健診受診券
●歯科健診実施機関一覧表
●巡回健診申込書
●返信用封筒
・�同封のパンフレットに各健診の受診方法等を記載しております。必ず内容をご確認いただき、
手順に沿ってお手続きいただきますようお願い致します。
・�勤務している事業所が実施している健診を受けられる方は、健診結果の写し（コピー）をご
提供いただくことで、長建国保の健診受診率が向上します。ご提供いただける方は、同封し
ております●質問票（黄色）にご回答の上、返信用封筒（切手不要）にて長建国保までご郵
送ください。
・下記に同封しているパンフレットの一部を掲載しております。
・40歳未満の方については、巡回健診のお申込書をお送りしております。
　長建国保から届く茶色の封筒をご確認ください。

令和 ８年度巡回健診
お申込みをお待ちしております！！

実施日 健診時間帯 健診会場（予定）
６月 ７日㈰
６月28日㈰ ９時30分～12時 時津町北部コミュニティセンター

（コメリパワー時津店の近く）
７月 ５日㈰
７月26日㈰ ９時30分～12時 郡地区公民館（大村）

※今年度より会場が変更

８月23日㈰ ９時30分～12時 諫早市健康福祉センター
※今年度より会場が変更

８月30日㈰ ９時30分～12時 相浦地区コミュニティセンター（佐世保）
９月 ６日㈰ ９時30分～12時 島原市有明総合文化会館
９月13日㈰ ９時30分～12時 平戸文化センター（会議室Ａ）
９月27日㈰ ９時30分～12時 広田地区コミュニティセンター（佐世保）

令和 ８年度巡回健診実施日程

【お申込みに関するお願い】
・�巡回健診のお申込みは準備の都合上、実施日の ２週間前必着で組合へお申込みくだ
さい。

※40歳未満の方も２, 000円のご負担で受診可能です。
→実施日までに各所属支部の窓口にてお支払いいただくようお願いいたします。
　金銭授受による混雑を避けるため、ご協力をお願いいたします。
　なお、やむを得ない場合は、各所属支部にご連絡をお願いいたします。

建 設 長 崎毎月１回１５日発行　　２０２6年（令和８年）５月１５日発行 （１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）　第 731 号 �4


